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＊２０１８年医療福祉諸制度学習会資料抜粋

≪障害者総合⽀援法≫
障害者⾃⽴⽀援法を改定する形で、２０１３年４⽉に正
式名称を「障害者の⽇常⽣活及び社会⽣活を総合的に⽀援
するための法律」障害者総合⽀援法が施⾏されました。
この法律が難病のある⼈も対象に含めたことにより、難
病のある⼈で法律の定める条件を満たす⼈は、⾝体障害者
⼿帳の有無に関わらず、さまざまな福祉サービスを障害や
難病のある⼈個々のニーズに応じて組み合わせ、利⽤でき
る仕組みを定めています。
１）⾃⽴⽀援給付の内容
①介護給付 ③訓練等給付 ④補装具
・居宅介護（ホームヘルプ）・⾃律訓練
・重度訪問介護 ・就労移⾏⽀援
・同⾏援護 ・就労継続⽀援
・⾏動援護 ・共同⽣活援助
・重度障害者等包括⽀援 （グループホーム）
・短期⼊所 ④⾃⽴⽀援医療
②療養介護 ・更⽣医療
・⽣活介護 ・育成医療
・施設⼊所⽀援 ・精神通院医療

２）障害者福祉サービスの流れ

相談申込み

⼀次判定

⼆次判定
障害⽀援区分
認定

サービス等
利⽤計画案作成

⽀給決定

サービス実施

⼀定期間ごとのモニタリング

市町村・居宅介護⽀援事業者

調査員の訪問調査＋医師意⾒書

認定審査会 （上記を参考に判定

認定審査会（市町村・公益連合

相談⽀援専⾨員（相談⽀援事業所

障害⽀援区分 １〜６
⾃⼰負担は０円〜 37,200円

３）補装具の交付と修理
＊障害のある部分を補って、⽇常⽣活や職業⽣活を容易に
するために⽤具（補装具）の購⼊や修理費を⽀給する。
※暮らしやすくするための「⽇常⽣活⽤具」とは異なります。
＊職業その他⽇常⽣活の能率の向上を図るために、⾝体障
害児については将来社会⼈として独⽴⾃活するための素地
の育成・助成のため、補装具の給付と修理を⾏なう。
＊給付対象
①義肢 ②装具 ③座位保持装置 ④⾞いす ⑤歩⾏器
⑥電動⾞いす ⑦歩⾏補助杖 ⑧重度障害者意思伝達装置
⑨盲⼈安全杖 ⑩義眼 ⑪眼鏡 ⑫補聴器 ⑬起⽴保持具
⑭座位保持いす ⑮頭部保護帽 ⑯排便補助具
＊⾝体障害者⼿帳を持っている⼈。
４）⽇常⽣活⽤具の給付
＊障害者に対して、特殊寝台等の⽇常⽣活⽤具を給付⼜は、
貸与することなどによって、⽇常⽣活の便宜を図るもの。
段差解消や⼿すりの設置など、⼩規模な住環境の改善を⾏
なう場合に住宅改修費の⽀給がある。
＊負担：原則１割の定率負担。 低所得者等に配慮した負
担軽減（⽣活保護世帯の⽅は⾃⼰負担０円、地域⽣活⽀援
事業の⽉額負担上限額の設定など）あり。
※それぞれの種⽬には給付限度額が設定され、給付限度額を超えた額
については全額⾃⼰負担となる。
＊厚⽣労働省告⽰により⽤件及び⽤途、形状等が定められ
ている。
＊⾝体障害者⼿帳の有無にかかわらず、難病患者等である
と確認出来た場合には給付の⽤件の要否を市町村で判断す
る。

５）介護保険と障害福祉サービス
＊４０歳以上の⽅（介護保険対象の⽅）は、
介護保険の利⽤が優先。
＊介護保険にないサービスや不⾜する場合
は障害福祉サービスを利⽤することが可能。
＜例えば＞
・意思伝達装置 ・オーダーメード⾞いす
・⾒守りのためのヘルパー ・外出⽀援

≪課 題≫
①介護保険と障害福祉サービスの併給に関する
相談及び交渉
②⼈材確保（⻑時間ヘルパー、吸引等医療処置
可能なヘルパー）
③コミュニケーション⽀援（機器のマッチング
や進⾏に応じた対応、使⽤訓練）
④財源の問題

※吸引等医療処置が可能なヘルパーの養成
「医療的ケアの養成研修科⽬」
①⼝腔内の喀痰吸引 ②⿐腔内の喀痰吸引
③気管カニューレ内部の喀痰吸引
④胃瘻⼜は腸瘻による経管栄養 ⑤経⿐経栄養
※⻘森県では2012年より養成研修を実施している。
※2017年からは③についても養成研修を開始。

お岩⽊⼭をバックに⻩⾦⾊の稲穂

２０２１年９⽉
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